平成１５年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築構造 〕

【ＮＯ．１】

　図のような四つの力P1～P4がつり合っているとき、P4の値として正しいものは、次のうちどれか。
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　１　　1kN

　２　　2kN

　３　　3kN

　４　　4kN

　５　　5kN

【ＮＯ．２】

　図のような長方形断面のX1軸及びX2軸に関する断面二次モーメントをそれぞれムＩx1、Ｉx2としたとき、それらの比 Ｉx1：Ｉx2 として、正しいものは、次のうちどれか。
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　　　Ｉx1　 ：　Ｉx2 
　１　　1　　：　　1

　２　　1　　：　　2

　３　　1　　：　　4

　４　　2　　：　　1

　５　　4　　：　　1

【ＮＯ．３】

　図のような2か所に荷重P(N)を受ける長さL(mm)、断面b(mm)×h(mm)の単純ばりのA点に生じる最大曲げ応力度として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、はりの自重は無視するものとする。
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　１　　 PL／bh^2　(N/mm2)

　２　　2PL／bh^2　(N/mm2)

　３　　4PL／bh^2　(N/mm2)

　４　　 PL／bh^3　(N/mm2)

　５　　2PL／bh^3　(N/mm2)

【ＮＯ．４】

　図のような荷重を受ける単純ばりのA点における曲げモーメントとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、曲げモーメントの符号は、はりの下側に引張力が働く場合を「＋」とする。
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　１　　－4kN・m

　２　　－2kN・m

　３　　　OkN・m

　４　　＋2kN・m

　５　　＋4kN・m

【ＮＯ．５】
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　図のような荷重を受ける静定ラーメンにおいて、支点A、Bに生じる鉛直反力Ra、Rbの値と、C点に生じるせん断力Qcの絶対値の組合せとして、正しいものは、次のうちどれか。ただし、鉛直反力の方向は、上向きを「＋」、下向きを「－」とする。
　　　　　 Ra　　　　Rb　　　Qcの絶対値
　１　　　40kN　　　40kN　　　40kN

　２　　　40kN　　－40kN　　　 OkN

　３　　　40kN　　－40kN　　　40kN

　４　　－40kN　　　40kN　　　 OkN

　５　　－40kN　　　40kN　　　40kN

【ＮＯ．６】

　図のような荷重を受ける静定トラスにおいて、部材Aに生じる軸方向力として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、軸方向力は、引張力を「＋」、圧縮力を「－」とする。
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　１　　－5kN

　２　　－4kN

　３　　－3kN

　４　　－2kN

　５　　＋3kN

【ＮＯ．７】

　耐震性の検討に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物の地下部分の各部分に作用する地震力は、一般に、当該部分の固定荷重と積載荷重との

　　　和に、水平震度κを乗じて計算する。
　２　地震力の算定に当たっては、地盤の種類、その地方の地震活動の状況、建築物の構造種別及び

　　　高さ等を考慮する。
　３　建築物の各階に作用する地震層せん断力係数αは、一般に、上階になるほど大きくなる。
　４　屋根葺材を軽量化することは、耐震上有効である。
　５　鉄筋コンクリートラーメン構造の耐震性の検討において、そで壁、腰壁の影響は無視する。
【ＮＯ．８】
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　図のような材の長さ及び材端の支持条件が異なる柱A、B、Cの座屈荷重をそれぞれPa、Pb、Pcとしたとき、それらの大小関係として、最も適当なものは、次のうちどれか。ただし、すべての柱の材質及び断面形状は同じものとする。
　１　　Pa ＞ Pb ＞ Pc
　２　　Pa ＞ Pc ＞ Pb
　３　　Pb ＞ Pa ＞ Pc
　４　　Pb ＞ Pc ＞ Pa
　５　　Pc ＞ Pa ＞ Pb
【ＮＯ．９】

　荷重及び外力に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　建築物に作用する固定荷重や積載荷重は、長期荷重と考える。
　２　「床の構造計算をする場合の積載荷重」と「大ばりの構造計算をする場合の積載荷重」は、

　　　一般に、同一の室においても異なった値を用いて計算する。
　３　屋根の積雪荷重は、雪止めのない屋根の場合、屋根勾配が緩やかになるほど大きい。
　４　地下外壁に作用する水圧は、地下水位面からの地下外壁の深さが深いほど大きい。
　５　応力算定においては、一般に、地震力と風圧力が同時に作用するものとして計算する。
【ＮＯ．１０】

　一般の地盤において、地盤の長期許容応力度の大小関係として、最も適当なものは、次のうちどれか。
　１　粘土質地盤 ＞ 岩盤 ＞ 密実な砂質地盤
　２　密実な砂質地盤 ＞ 岩盤 ＞ 粘土質地盤
　３　密実な砂質地盤 ＞ 粘土質地盤 ＞ 岩盤
　４　岩盤 ＞ 粘土質地盤 ＞ 密実な砂質地盤
　５　岩盤 ＞ 密実な砂質地盤 ＞ 粘土質地盤
【ＮＯ．１１】

　木造2階建の建築物における部位と部材との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　屋根隅木
　２　2階床大ばり
　３　壁小屋筋かい
　４　1階床大引
　５　階段側げた
【ＮＯ．１２】

　木造建築物の構造計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　圧縮力を負担する筋かいには、厚さ3cm以上で幅9cm以上の木材を使用する。
　２　各階の床面積が等しい3階建の建築物の場合、地震力に対して必要な耐力壁の有効長さは、

　　　上階になるほど長くなる。
　３　構造用面材と筋かいを併用した軸組の倍率は、それぞれの倍率の和が5を超える場合であって

　　　も、5とする。
　４　2階建の建築物における隅柱又はこれに準ずる柱は、一般に、通し柱とする。
　５　ボード類を釘で打ち付けた大壁造の耐力壁の倍率は、そのボード類の材料及び釘の種類・間隔

　　　によって決められている。
【ＮＯ．１３】

　図に示す木造建築物に用いる接合金物とその用途との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。ただし、図の寸法は一例である。

接合金物
用　途

[image: image8.png]


１
　短ざく金物
胴差相互の接合
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２
　かね折り金物
通し柱と胴差の接合
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３
　羽子板ボルト
小屋ばりと軒げたの接合
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４
　筋かいプレート
はりと胴差の接合
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５
　ホールダウン金物
柱と基礎・土台の接合

【ＮＯ．１４】

　図のような平面をもつ壁式鉄筋コンクリート造平家建の建築物の構造計算において、X方向の壁量の値として、最も近いものは、次のうちどれか。ただし、階高は3m、壁厚は12cmとする。
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　１　　 8.6cm/m2

　２　　17.1cm/m2

　３　　19.4cm/m2

　４　　25,7cm/m2

　５　　36.6cm/m2

【ＮＯ．１５】

　鉄筋コンクリート構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートのかぶり部分は、鉄筋の腐食及び火災時火熱による鉄筋の耐力低下などを防ぎ、

　　　部材に耐久性と耐火性を与える。
　２　床スラブの設計においては、鉛直荷重だけではなく、地震時などに作用する水平力に対しても

　　　安全であるかどうかを検討する。
　３　帯筋は、せん断力に対する補強効果をもつとともに、柱主筋の位置を固定し、圧縮力による

　　　主筋の座屈を防ぐ効果がある。
　４　太くて短い柱は、曲げ耐力を増す必要があり、主筋を多く配置する。
　５　耐震壁が平面上で縦・横両方向につり合いよく配置されていない建築物は、地震時にねじれ

　　　振動を起こしやすくなる。
【ＮＯ．１６】

　鉄骨構造に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　主要なはり材のたわみは、通常の場合、スパンの1/300以下とする。
　２　柱とはりの接合部を剛接合とする場合は、曲げモーメント、せん断力及び軸方向力を十分に

　　　伝達できる材端接合とする。
　３　構造耐力上主要な部分である鋼材の圧縮材の有効細長比は、柱にあっては200以下、柱以外の

　　　ものにあっては250以下とする。
　４　鋼材は火災時に熱せられると強度が低下するので、耐火構造とする場合は、耐火被覆を施して

　　　主要構造部を保護する。
　５　柱脚部の固定度を上げるためには、一般に、根巻形式より露出形式のほうが有利である。
【ＮＯ．１７】

　図のように配筋された柱の帯筋比Pwを求める式として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、地震力は、図に示す方向とする。
　　　　凡　例

　　　　ａw　 ：　帯筋1本当たりの断面積

　　　　b、d　：　柱の幅
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　　　　x　　 ：　帯筋間隔

　１　　Pw ＝  ａw／bx

　２　　Pw ＝ 2ａw／bx

　３　　Pw ＝ 3ａw／bx

　４　　Pw ＝ 2ａw／dx

　５　　Pw ＝ 3ａw／dx

【ＮＯ．１８】

　鉄骨構造の接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高力ボルトの相互間の中心距離は、高力ボルトの径の2.5倍以上とする。
　２　高力ボルトの径が27mm未満の場合、高力ボルト孔の径は、高力ボルトの径よりも2mmを超えて

　　　大きくしてはならない。
　３　部分溶込み溶接は、繰返し応力を受ける箇所に使用することができる。
　４　一つの継手に高力ボルトと溶接を併用する場合で、高力ボルト接合が溶接より先に施工される

　　　ときには、一般に、全応力を高力ボルトと溶接で分担させることができる。
　５　一つの継手に高力ボルトと普通ボルトを併用する場合には、一般に、全応力を高力ボルトに

　　　負担させる。
【ＮＯ．１９】

　建築物の構造計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　鉄骨造において、各階の壁面に筋かいを設けることにより、水平力に対する剛性を大きくする

　　　ことができる。
　２　一般に、地震力によって生じる各階の層間変形角の差が大きくなると、耐震上有利になる。
　３　建築物自体の重量が大きく、上層地盤の支持力では支持できない場合には、一般に、直接基礎

　　　ではなく杭基礎を選定する。
　４　壁式鉄筋コンクリート構造は、板状の壁体と、屋根スラブや床スラブを、一体的に組み合わせ

　　　た構造である。
　５　プレキャスト鉄筋コンクリート構造は、主要な構造部分を工場生産による鉄筋コンクリート

　　　部品で組み立てる構造である。
【ＮＯ．２０】

　木材に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　木材の燃焼によってできた表面の炭化層は、木材の断面内部を燃焼しにくくする。
　２　集成材とは、ひき板又は小角材等を繊維方向を互いにほぼ平行にして、厚さ、幅及び長さの

　　　方向に集成接着した一般材をいう。
　３　木材は、含水率が繊維飽和点以下の場合、含水率にほぼ比例して伸縮する。
　４　木材の乾燥収縮率は、繊維方向より繊維に直角方向のほうが大きい。
　５　心材は、一般に、辺材に比べて、耐久性が小さく、虫害にも侵されやすい。
【ＮＯ．２１】

　コンクリートの一般的な性質に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コンクリートの中性化は、水和生成物が空気中の二酸化炭素と徐々に反応することにより

　　　生じる。
　２　コンクリートの圧縮強度は、水セメント比が小さいものほど大きい。
　３　コンクリートのヤング係数は、圧縮強度が大きいものほど大きい。
　４　コンクリートの中性化は、水セメント比が大きいものほど進行が遅くなる。
　５　アルカリ骨材反応によるコンクリートのひび割れは、骨材が膨張することにより生じる。
【ＮＯ．２２】

　コンクリートに使用する混和材料の効果に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　AE剤の使用により、硬化後のコンクリートの耐久性は低下するが、早期に強度を発揮させる

　　　ことができる。
　２　凝結遅延剤の使用により、コンクリートの硬化を遅くして、発熱量をおさえることができる。
　３　減水剤の使用により、所定の流動性を得るのに必要なコンクリートの単位水量を減少させる

　　　ことができる。
　４　膨張材の使用により、硬化後のコンクリートの収縮ひび割れを低減させることができる。
　５　流動化剤の使用により、フレッシュコンクリートの流動性を増大させることができる。
【ＮＯ．２３】

　JISに定められている鋼材等の種類の記号とその説明との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
SN400A　　…　建築構造用圧延鋼材の一種
STK400　　…　一般構造用炭素鋼管の一種
SD345　　 …　鉄筋コンクリート用の異形棒鋼の一種
SS400　　 …　溶接構造用圧延鋼材の一種
F10T　　　…　摩擦接合用高力六角ボルトの一種
【ＮＯ．２４】

　接着剤及び塗料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　クリヤラッカーは、塩化ビニル樹脂エナメル塗料に比べて、耐水性に優れているので、屋外の

　　　木部の塗装に用いられる。
　２　油性調合ペイントは、下地がコンクリートなどのアルカリ性のものには適さない。
　３　2液形のエポキシ樹脂塗料は、一般に、耐酸性、耐アルカリ性、耐水性に優れている。
　４　でん粉系接着剤は、せっこうボード下地に壁紙を張り付ける場合に用いられる。
　５　セラックニスは、速乾性の塗料であり、木材の節止めに用いられる。
【ＮＯ．２５】

　建築材料に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　パーティクルボードは、木材などの植物質繊維を加圧成形した板材で、耐火性に優れている。
　２　タイルのうわ薬には、表面からの吸水や透水を少なくする効果がある。
　３　異種の金属材料間に水分があると電食作用が生じやすい。
　４　ALCパネルは、軽量で、耐火性及び断熱性を有するが、吸水率が高いので、寒冷地では凍害を

　　　受けるおそれがある。
　５　グラスウール断熱材は、吸湿によってグラスウール表面がぬれると、断熱性が低下する。
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